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全
国
一
般
大
阪
2022

春
闘
賃
金
引
き
上
げ 

 
 

統
一
要
求 

１
３
、
５
０
０
円
以
上 

一
時
金
、
諸
要
求
な
ど
要
求
書
提
出
！ 

 

全
国
一
般
大
阪
は
、
１
月
29
日
、
2022
春
闘
討
論
集

会
・
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
賃
金
引
上
げ
・
一
時
金
、
組

織
強
化
・
拡
大
な
ど
の
春
闘
方
針
を
決
定
し
、
各
組
合
・

支
部
は
賃
上
げ
等
の
要
求
を
提
出
し
、
回
答
引
き
出
し
に

向
け
て
交
渉
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。 

 

特
に
今
春
闘
は
、
原
油
高
な
ど
で
大
幅
物
価
上
昇
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
３
年
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
伸
び
悩
み
、
個

人
消
費
も
落
ち
込
ん
だ
。
こ
う
し
た
国
内
外
の
経
済
動
向

が
混
と
ん
と
す
る
中
で
働
く
者
の
生
活
は
、
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
生
活
防
衛
・
向
上
に
む
け
賃
金
引

き
上
げ
な
ど
に
奮
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

2022
春
闘
は
、
連
合
各
産
別
が
２
月
中
旬
、
一
斉
に
要
求
書

を
提
出
し
、
３
月
16
日
に
回
答
引
き
出
し
が
な
さ
れ
た
。 

多
く
の
産
別
で
要
求
額
を
増
額
す
る
中
で
、
自
動
車
総

連
・
ト
ヨ
タ
は
賃
上
げ
回
答
約
9200
円
（
前
年
比
同
）、
夏
季

一
時
金
年
間
6.1
カ
月
（
同
0.9
ヶ
月
増
）
、
日
産
は
8000
円
（
同

1000
円
増
）
一
時
金
5.2
ヶ
月
を
獲
得
し
た
。
ま
た
電
機
連
合

(

日
立)

は
ベ
ア
3000
円
（
同
1000
円
）
、
一
時
金
6.1
ヶ
月
と
多

く
の
産
別
単
組
は
前
年
比
増
を
獲
得
し
て
い
る
。 

全
国
一
般
大
阪
は
３
月
22
日
現
在
、
20
組
合
・
支
部
要

求
平
均
１
万
1975
円
（
３
・
98
％
・
16
組
合
支
部
）
で
あ
り
、

常
陽
興
業
労
組
は
前
年
回
答
増
を
引
き
出
し
て
い
る
。 

各
組
合
は
、
要
求
提
出
・
団
体
交
渉
を
開
催
し
、
回
答
引

き
出
し
に
向
け
粘
り
強
く
と
り
く
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

諸
要
求
に
つ
い
て
も
、
定
年
延
長
を
は
じ
め
昨
年
４
月
か

ら
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
制
度
に
よ
り
パ
ー
ト
や
契
約
社

員
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
と
の
格
差
是
正
・
縮
小
が
喫
緊

の
課
題
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
非
正
規
労
働
者
の
処
遇
改

善
を
求
め
て
交
渉
を
強
化
し
よ
う
。
ま
た
、
連
合
は
す
べ

て
の
労
働
者
の
最
低
賃
金
（
最
賃
）
1050

円
以
上
を
め
ざ

す
方
針
で
と
り
く
み
、
２
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
全

国
的
に
最
賃
増
と
な
り
大
阪
最
賃
も
992
円
（
28
円
増
） 

 

と
な
っ
た
。
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
最
賃
（
特
定
・

産
別
賃
金
）
の
と
り
く
み
も
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
。 

未
組
織
の
組
織
化
・
組
織
強
化
・
拡
大
を
図
ろ
う
！ 

 

他
方
で
、
未
組
織
労
働
者
の
組
織
化
、
組
織
強
化
・

拡
大
の
課
題
で
は
、
通
年
的
な
と
り
く
み
は
も
と
よ

り
、
春
闘
の
な
か
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
な
が
ら
と
り

く
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
昨
年
と
今
年
は
、
駅
頭
情

宣
は
困
難
と
な
っ
た
が
、
各
職
場
段
階
で
情
宣
活
動
を

展
開
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
労
働
相
談
に
対
応
し
個
人

加
盟
の
支
部
（
ユ
ニ
オ
ン
）
へ
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。 

 

地
裁
・
労
働
委
員
会
闘
争
で
は
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
労
組

は
、
ほ
ぼ
全
て
の
事
案
が
決
着
し
た
が
、
あ
ら
た
な
救

済
申
立
と
斡
旋
を
申
請
し
、
組
織
化
（
新
卒
、
パ
ー
ト
） 

 

と
な
っ
た
。
内
藤
証
券
労
組
も 

 
 

 

２
０
２
２
春
闘
ス
タ
ー
ト
！ 

同
一
労
働
同
一
賃
金
、
格
差
是
正
・
縮
小
を
図
ろ
う
！ 

な
ど
の
労
使
確
認
が
前
進
し
た
。
内
藤
証
券
労
組

も
地
裁
・
労
働
委
員
会
は
決
着
し
た
が
、
新
た
な

救
済
申
立
を
展
開
し
て
い
る
。
ユ
ニ
オ
ン
お
お
さ

か
各
支
部
で
は
、
マ
テ
ロ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
Ｑ
Ｗ
Ｅ
Ｌ

支
部
地
位
確
認
・
和
解
合
意
、
シ
ー
ク
ス
判
決
待

ち
、
ホ
ロ
ニ
ク
ス
支
部
の
弁
論
継
続
、
都
島
自
校

支
部
審
問
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
た
め
争
議
組

合
支
援
に
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
要
請
し
た
い
。 

 

2022

春
闘
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

問
題
が
３
年
目
と
な
る
中
で
大
手
組
合
は
回
答
引

き
出
し
を
は
か
り
、
今
後
は
、
中
小
の
各
職
場
の

団
体
交
渉
・
闘
い
が
ス
タ
ー
ト
・
本
格
化
す
る
。 

 

各
組
合
は
、
要
求
・
交
渉
・
回
答
引
き
出
し
に

全
力
を
上
げ
よ
う
。 

2022 春闘要求状況（3/22） 

組合・支部 要求額 要求率 一時金要求 諸   要   求 提出日 

永 大 産 業 6,000 2.26 夏季 2.0 ヶ月 一時金基礎額増、単身赴任手当増、テレワークインフラ整備強化 3/5 

3 / 1 0 5,500 1.29 年間 5.0 ヶ月 3/17 妥結（賃上げ 3,080 円、一時金年間 5 ヶ月） 3/7 

Ｓ Ｙ Ｃ 15,000 4.50 5.2 ヶ月/年 定年延長 3/15 

羽 曳 野 委 託 15,000 4.40 5.2 ヶ月/年 定年延長 3/15 

日 光 15,000 5.7 5.2 ヶ月/年 定年延長 3/15 

金 岡 興 業 15,000 4.8 5.2 ヶ月/年 定年延長 3/15 

河 内 長 野 清 掃 15,000 9.0 7.0 ヶ月/年 定年延長 3/15 

エ ス ワ イ ミ ハ ラ 13,500 4.01 5.2 ヵ月/年 定年延長 3/15 

和泉委託金楽商事 15,000 5.24 年間 4.5 ケ月 定年延長、非正規労働者の労働条件改善 3/15 

ﾄ ｰ ｴ ｰ 産 業 ﾎ ｰ ﾑ 13,500 4.03 夏季 3 ヶ月 パート時給、50 円、一時金 10 万円 3/15 

内 藤 証 券 15,000 4.0  年間 6 ヶ月 新賃金処遇改定撤回（エリア総合職賃金減額など） 3/1 

日 本 シ ー ル 6,500 2.50     3/ 

前 川 13,500 5.37 年間 3.7 ヶ月   3/ 

サ ン プ ラ ザ 8,500 3.58 年間 3 ヶ月 時給 50 円、パートに一時金、社員割引制度導入 2/26 

マ ル カ ミ 物 流 13,500  年間 4.5 ヶ月 生産奨励給 100 円増、年間一時金 4.5 ヶ月 3/1 

都 島 自 動 車 学 校 13,500 3.97   定期昇給制度の導入（フレックス、契約社員）、時給 50～60 円 3/15 

興 産 管 理 サ ー ビ ス 7,000 3.42   3/25 

ハ ニ ュ ー フ ー ド 13,500   パート時給 50 円以上 2/26 

新 関 西 国 際 空 港 13,500      2/4 

ア レ ス 10,000       2/25 

平均 11,975 3.98       

20 組合支部 16 組合・支部     

 

ロ
シ
ア
領
事
館
へ
の
連
続
抗
議
行
動 

２
月
24
日
、
プ
ー
チ
ン
の
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

軍
事
侵
攻
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
は
全
世
界
の
反
戦
の
声
を
無

視
し
軍
事
施
設
の
み
な
ら
ず
、
病
院
、
学
校
、
居
住
地
を

も
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
一
般
市
民
を
含

め
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。 

こ
う
し
た
中
、
大
阪
で
も
労
働
者
・
市
民
が
立
ち
上
が

り
ロ
シ
ア
領
事
館
へ
の
抗
議
行
動
が
100
名
規
模
で
展
開

さ
れ
、
全
国
一
般
大
阪
の
仲
間
も
３
月
１
日
、
３
月
８
日
、

３
月
16
日
と
そ
れ
ぞ
れ
10
名
が
参
加
し
て
プ
ー
チ
ン
政

権
の
軍
事
侵
略
に
抗
議
の
声
を
上
げ
た
（
「
し
な
い
さ
せ

な
い
戦
争
協
力
関
西
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
主
催
）
。 

３
月
１
日
は
雨
が
降
り
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
150
名
の

仲
間
が
結
集
し
抵
抗
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
民
衆
と
連
帯

し
ロ
シ
ア
領
事
館
に
対
し
て
「
プ
ー
チ
ン
は
侵
略
を
や
め

よ
！
」
「
ロ
シ
ア
軍
は
軍
事
行
動
を
停
止
し
撤
退
せ
よ
」

の
抗
議
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
と
み
ら
れ
る
人
も
参
加
し
て
い
た
。
マ
ス
コ
ミ
・
テ
レ

ビ
局
が
取
材
す
る
中
、
150
名
の
仲
間
は
抗
議
集
会
を
開

催
し
、
代
表
者
が
ロ
シ
ア
領
事
館
に
抗
議
文
を
突
き
付
け

た
。
３
月
８
日
も
100
名
の
仲
間
が
結
集
し
て
ロ
シ
ア
領

事
館
に
対
す
る
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
へ
の
攻
撃
な
ど
に
関
連
し
て
、

原
発
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体
の
仲
間
が
原

発
攻
撃
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
原
発
の
危
険
性
・
被
害
の

問
題
を
訴
え
た
。
ま
た
、
プ
ー
チ
ン
の
核
の
脅
し
に
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
介
入
の
危
険
性
を
訴

え
る
声
、
そ
し
て
安
倍
元
首
相
ら
が
核
シ
ェ
ア
（
共
有
）

論
を
提
起
、
日
本
の
憲
法
改
悪
の
動
き
、
軍
事
力
増
強
の

動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
抗
議
す
る
声
も
あ
っ
た
。 

３
月
16
日
の
抗
議
集
会
で
は
、
ロ
シ
ア
大
使
館
に
向

か
っ
て
「
戦
争
や
め
よ
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ

る
だ
け
で
な
く
、
100
名
の
仲
間
が
キ
ャ
ン
ド
ル
・
ろ
う

そ
く
に
火
を
と
も
し
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
に

よ
っ
て
犠
牲
に
な
っ
た
す
べ
て
の
労
働
者
市
民
・
兵
士
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。
プ
ー
チ
ン
に
よ
っ
て
（
演
習
名
目
）

戦
地
に
送
ら
れ
た
ロ
シ
ア
の
兵
士
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の

ロ
ケ
ッ
ト
砲
に
よ
り
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。
国
営

放
送
に
お
け
る
勇
気
あ
る
反
戦
行
動
な
ど
ロ
シ
ア
国
内

で
も
労
働
者
市
民
に
反
戦
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
集
会

参
加
者
は
、
労
働
者
・
市
民
に
多
大
な
犠
牲
を
強
い
る
権

力
者
に
よ
る
戦
争
に
反
対
し
、
世
界
の
労
働
者
・
市
民
と

連
帯
し
て
反
戦
の
闘
い
を
す
す
め
る
意
思
を
固
め
た
の

で
あ
っ
た
。 

軍
事
侵
攻
が
予
定
通
り
進
ま
ず
ロ
シ
ア
兵
の
犠
牲
者

が
多
数
出
て
い
る
こ
と
に
プ
ー
チ
ン
政
権
は
あ
せ
り
を

強
め
、
大
量
破
壊
兵
器
の
使
用
の
画
策
な
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
攻
撃
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
欧
米
の
権
力
者
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
介
入
も
関
係

し
て
世
界
大
戦
の
危
機
も
あ
る
。
全
国
一
般
大
阪
も
反

戦
・
平
和
運
動
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。
４
・
17
「
止
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
」
集
会
・
デ
モ

（
13
時
半
エ
ル
シ
ア
タ
ー
）
に
参
加
し
よ
う
。 

 



 

当面のスケジュール     
【2022/3】 

・3/22(火)18:30 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 

・3/23(水)09:30 全国一般四役会議   自治労会館 

     13:30 全国一般幹事会   自治労会館 

・3/24(木)18:00 南大阪地域協議会ＷＥＢ  永大産業労組 

・3/25(金)16:00 連合大阪市内協幹事会   エルおおさか 

18:30 内藤証券労組弁打合せ   弁護士事務所 

18:30 東南地域協議会   サンビー労組 

・3/27(日)10:00 全国一般東海ブロック春闘討論集会 岐阜市 

・3/28(月)13:00 府本部財政担当者会議ＷＥＢ  ＰＬＰ会館 

13:00 シークス支部地裁判決   大阪地裁 

     18:30 連合大阪 2022 春闘中小解決促進集会 エルおおさか 

・3/30(水)18:30 全国一般大阪第 1回単組代表者会議 ＰＬＰ会館 

【2022/4】 

・4/04(月)18:30 全国一般大阪五役会議   全国一般大阪事務所 

・4/06(水)14:00 府本部執行委員会   ＰＬＰ会館 

・4/09(土)15:00 ユニオンおおさか執行委員会  全国一般大阪事務所 

18:00 第 85 回中小労働運動セミナー  全国一般大阪事務所 

・4/11(月)18:30 第 7回執行委員会   全国一般大阪事務所 

・4/15(金)15:00 阪南地域協議会   サンスクエア堺 

     18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 

・4/17(日)13:30 止めよう戦争への道 めざそうアジアの平和関西の集い 

       エルシアター 

・4/18～22    春闘職場オルグ     

・4/19(火)18:00 第 3回府本部公民評・全国一般大阪共同行動委員会 

       全国一般大阪事務所 

・4/23(土)13:30 関西ブロック第 27 回総会  神戸・六甲荘 

・4/25(月)18:30 第 2回組織強化拡大委員会  全国一般大阪事務所 

【2022/5】 

・5/01(日)10:00 第 93 回大阪地方メーデー   大阪城公園・太陽の広場 

 

 

第 1 回単組代表者会議に 

結集しよう 
2022 春闘中間点検と 4月段階のと

りくみについて討議を深めるため、下

記の日程で代表者会議を開催します。 

多くの仲間の参加を要請します。 

□日時 2022 年 3 月 30 日（水） 

      18 時半 

□場所 ＰＬＰ会館 

  （地下鉄堺筋線扇町又は 

   ＪＲ天満駅 3～5分） 

□議題 

 （1）2022 春闘中間点検 

 （2）4 月段階のとりくみ 

   ・職場の現状と課題 

   ・春闘職場オルグ行動 

 （3）その他 

～
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
～ 

お
お
さ
か
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仲
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中
之
島
公
園
女
神
像
前
に
は
総
勢
で
800
名
も
の
人
が
集
ま

り
、
複
数
の
人
が
講
演
し
た
あ
と
、
「
戦
争
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対
・
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シ
ア
軍
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即
時
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退
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何
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な
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一
般
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多
く
の
犠

牲
者
と
損
失
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、
得
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も
の
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何
も
な
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ン
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系
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の
迫
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あ
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自
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」
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に
ウ
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ラ
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し
た
。
こ
の
「
自
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め
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正
当
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、
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岸
田
政
権
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主
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敵
基

地
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で
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こ
の
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う
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考
え
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て
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こ
れ
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戦
争
の
中
止
を
求

め
て
い
き
た
い
で
す
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地裁・労働員会日程 
◇サンプラザ労組 
 ・労使安定化協定問題などで斡旋申請     2021/6/15 
・不当労働行為救済申立(36 号)    2021/8/5 
・第 7回あっ旋作業・合意         2022/2/28 
・第 5回調査         2022/3/16（次回 4/18） 

 ◇内藤証券労組 
  ・未払い残業代請求提訴   2019/2/1 
 ・第 2次不当労働行為救済申立(34 号) 2021/7/16 
 ・未払い残業代弁論和解（合意）   2021/7/20 
・追加申立（61号）          2021/10/29 
・第 5回調査（34・61 号併合）   2022/3/11（次回 4/18） 

 ◇大阪市育成会労組 
  ・斡旋申請     2022/1/28 
  ・第 1回斡旋作業       2022/3/7（次回 4/13） 
◇マテロックス支部 

  ・解雇撤回地位保全確認訴訟（堺支部） 2019/7/4 
  ・不当労働行為救済申立   2019/9/2 
  ・府労委勝利命令    2020/5/10 
  ・会社地裁取消訴訟    2021/6/7 

・第 3回地裁弁論      2022/2/16(次回 4/18) 
・地裁堺支部弁論和解・合意   2022/3/9 

◇シークス支部 
  ・解雇撤回労働審判申立   2019/5/14 
  ・第 3回審判（勝利）   2019/9/2 
  ・地裁最終弁論       2021/12/17（判決 2022/3/28） 
 ◇ホロニクスグループ支部 
  ・解雇撤回地保全仮処分申立   2020/9/15 
  ・勝利決定     2021/2/15 
  ・本訴提訴        2021/3/18 
  ・第 6回弁論       2022/3/4(次回/4/22) 
 ◇ホロニクス・医誠会損害賠償請求訴訟 

・損賠訴訟                        2020/12/25 
・弁論      2022/2/15(次回 4/27) 

 ◇都島自動車学校支部  
  ・不当労働行為救済申立(24 号)             2021/5/12 
  ・第 7回調査               2022/2/17 

・第 1回審問               2022/4/7 
 ◇丸文支部 

・斡旋申請     2021/7/12 
・第 5回作業・不調        2022/2/24 

◇内藤証券本社支部 
・斡旋申請     2021/11/4 
・第 2回作業・不調             2022/2/24  

団体交渉・オルグ等 
『2022 年』 

・3/22(火) 

 11 時 ミカサ支部団交 

14 時 東進物流支部団交 

・3/24(木)  

14 時 ﾊﾟｰｿﾅﾙﾃｸﾉﾛｼﾞｰ支部団交 

19 時 大阪市育成会労組団交 

・3/25(金) 

18 時 マルカミ物流支部団交 

『2022 年』 

・4/05(火) 

10 時 エスペニア支部団交 

・4/06(水) 

17 時半 アレス支部団交 

・4/07(木) 

18 時半 サンプラザ労組執行委員会 

・4/12(火) 

 18 時  和泉委託清掃労組団交 

・4/14(木) 

15 時 サンプラザ労組団交 

 

青年女性部全国交流会を WEB で開催 

全国一般大阪書記次長 太 田 崇 晴 
3 月 13 日（日）、青年女性交流会が昨年同様 WEB で開催された。

全国で 34名の仲間が参加した。大阪からは６名の仲間が参加を

した。石川地方労組の上岡さんの開会のあいさつで交流会はス

タートした。 

主催者の代表として全国一般評議会幹事の北島さんがあいさ

つをし、続いて７月の参議院選挙候補の鬼木まことさんが駆け

付け、全国一般への仲間に激励の言葉と参議院選に向けての決

意を述べた。参加者の自己紹介が終わると、問題提起として「憲

法とは何か」と題した講演を自治労総合政治政策局の小林郁子

さんが行った。最初は紙芝居を使って説明があり、これが非常

に好評でわかりやすいという意見が多かった。そのあとで憲法

議論の方向性や問題点、ロシアとウクライナの情勢に触れ、平

和憲法を守る重要性を述べた。  

後半は参加地方労組の取り組み報告と意見交換による交流を

はかった。一番多かった意見はコロナの影響で思ったような活

動ができていない、幹事会も２～３か月に一回というところも

ある中、大阪では月に１回の幹事会や映画鑑賞（ドレイ工場）、

最近では憲法改悪問題に取り組んだ学習会を実施していると、

報告をした。大阪は他の地方労組に比べると積極的に意見を言

っていた。かつ、精力的に活動していることが解った。質問が

出た中で、何処の地方労組での課題でもあるが若手の育成と継

続については様々な意見がでた。大阪では学習会や職場を通じ

て地道に、先輩から組合活動を教えていくことの重要性を述べ

た。 

交流会のまとめを幹事の北島さんが「憲法のことを真剣に考

えるいい機会になった、労働組合の良さを改めて実感した」と

簡潔に述べ、最後の閉会のあいさつで大阪の村山部長が、「ロシ

ア、ウクライナ情勢で戦争の恐しさ、戦争反対、平和な世の中

が一番大事。またこの交流会は非常に意義のあるものなので次

回は是非とも対面で行いたい」とわかりやすく、交流会の趣旨

に沿った意見で締めくくった。 
 

 


